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学校設定教科「産業」の l年次科目「産業社会と人間JIキャリアデザインJでは、多くの言語活動が行わ
れている。それらの活動に必要な力は、「国語総合j の学習指導要領において、特に「話すこと・開くことJ
くこと j の指導事項とほぼ重なる。年度末のアンケートでは意見表明、レポート作成や発表の力がつい
たとの自己評価が増えているが、 ~j:に論理的な表現力の育成については統一的かっ継続的な指導が必要であ
り、教材や指導法の蓄積がある国語科で行うのが効果的で、ある。
キーワード:r産業社会と人間J rキャリアデザイン」 総合学科における国語科 論理的表現能力
i はじめに-問題の所在-
オむ|交では、判:郊支定教科として「産業jがある。「産業J
は勤労相ト職業観を確立させるとともに自らのキャリア
形成を考えさせる材交のキャリア教育の中心となる初ヰ
であり、 i年次では「産業社会と人間(以下『産ネlj])J Iキ
ャリアデザイン(以下 ~CD~)Jを置いている。
打差業Jを構成する 1科目である「産相=Jでは従来か
ら「クラス単位・グノレーフPti位の活動を数多く行い、単
元ごとに振り返り・ 1il人の発表やグループ。で、のポスター
セッションなどを実施j しているが(1)、本年度はインタ
ビューや話し合いなどの様々な言語活動が例年より多く
行われたD これは意図して設定したしたわけではなく、
新たな単元を導入したところ、その目標を達過jミ或文するため
に言諾活5窃動手訪jが必必、要になつたので
{体本i自的均句な手j限i棋頃は国語科科.の稿者が主に考えたが、 「産社Jは
様々な教科の教員によるティームティーチングであるた
め、全員が国語科の教員のように指導することは難しい。
そこで、「産社Jで行う言語活動について国語科と連携し
て指導できなし¥かと考えるようになった。
弔戎21年告示の高等朝交学習指導要領では、各新ヰに
おける「言語活動の充実jが示され、ことばの力は国語
科だけでなく全教育課程で育成するものとされた。田中
孝ーは、「国語科の立場から、他教科に生かす国語力を考
える場合、国語科は、国語科で行うべきことを明確にし、
他桝等における学習活動に生かすことのできる基礎的
な国語力をしっかりと育成する千姑三IJを果たすことが重要
となるJと述べている(2)。総合学科である材交では 2年
次から濁宍科目が始まるが、{也粉ヰでもレポート作成や
開き書き、発表等の言語活動が数多く行われおり、 3年
次には「卒業7îJIヲむもある。一方、オ寸交のI~語科の必履
4餌ヰ目はl年次の「国語総合Jだけである。したがって、
「国語総合」において他教科で生かす「基礎的な国語力J
を身につけさせることは、本校全体の教育効果を高める
うえで、も重要になってくる。
そこで「基礎的な国語力jを考えるために、本稿では
まず1fl三次科iヨ「産相=JI CDJで行われている言語活動
で必要となることばの力を整理する。次にワークシート
の吉己主や自己評{出から生徒の実態や変容を明らかにし、
総合判斗におけるi宣言吾科のあり方につして考えたい。
2. 1年次「産業j科目の概要
2. 1. i産業社会と人間Jの概要
( 1 )科臣の概要
総合学科の高等学校において、自己の形成と将来の職
業生活に必要な態度や能力を育成するために入学年次に
履修することが定められている科自である。オ対交では、
自己理解、職業部持、社会理解、 2年次以降の履修計画i
作成を大きな柱とし年次の担任・副担任計8名で展開
している。平成22年度までは本校開発科臣である「産業
理角的とあわせて4戦立で期庖していたが、新教育課程
が始まった平成23年度より「産社Jのみの2単位となり、
週 1@]2時間連続で展開している。例年行っている単元
としては、期j卸i慎に入学式翌日から 3泊4日で行うコミ
ュニケーションキャンプ、 2年次以降の時間割を決める
ための科目ガイダンス、本校の農場を利用した野菜作り、
同じF付属である特別支援朝交との交流会、親大学の筑波
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大学見学、時間割選択、ライフプラン竹=)~むなどがある。
(2)本年度の特徴
本年度は「自ら立ち、生きていく思想的基盤をもっ人
間の育成」を主iヨ標とし、テーマとして「出会しリを掲
げた(3)。年間計画は資料①で示している。この中で新た
に取り入れたのが、「フOロジエクト学習Jで
前述のj通邑り札、教育謀程の改組によつて、産業や社会全
般に対する見識を深めることを目指した「産業理解J2 
単位分がなくなった。「産業主苦手持」の内容を2単位になっ
た「産社jで行うか、後発科目である「キャリアデザイ
ンJに組み込むかは担当する年次によって異なるのが現
状である。本年度は明~jに l 度のフ。ロジェクト学習を導
入し、 1判明を「産業理解Jの内容を含む社会理解にあ
てた。2学期のあ題は自己理解、3学期は他者理解である。
各明朝の目標と主な活動を表1にまとめた。
表1 プロジェクト学習の自標と活動
目標 主な活動
現場を見ることで社 自分たちの興味のある
三づf一， 会や職業に対する矢口 士出或の企業や団体を取
歩~j 識を深め、視野を広げ 材し、社会の中の「つな
る。 がりJを知る。
2 時間害IJ決定を前に、根 様々な人生観を間き、班
J寸、羊一 源的な間し 1に向かい、 で話し合い、「生きるこ
期 自己を追究する。 むについて考える。
3 自らの考えを深化拡 正解のないテーマにつ
'学 充するとともに他者 いて、参観した大人にも
其1] の意見を尊重し、話し 意見を開きながら話し
合う楽しさを知る。 合う。
活動単位は、 l学期はコミュニケーションキャンプと同
じ 10 名の班、 2 学其~はクラスごとの 4"'-5 名の班、 3 学期
はクラス混合の5"'-6名の班である。まとめとして、発表
会やポスター作成、文章にまとめるふりかえりを行った。
2.2. rキャ 1)アデザインjの概要
( 1 )科目の概要
学ぶ楽しさを実感させるとともに、総合学科における
学び、のスキノレを獲得させ、中高接続を円滑に行うことを
目指して、平成23年度から始まった2単位の判交設定科
臣である付)。担任回8名に年次外4名を加えた 12名の教
員で、クラス混合の13"'-14名を担当するゼミ式の授業で、
隔週土曜日に実施されている。目標は「料交での学びを
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進めるための基礎力(学びのスキノレ)J i場面に応じた行
動を取る能力(ソーシヤノレ・スキノレ)J i自己の生活をコ
ントローノレできる能力(マネジメント・スキル)Jの三点
の育成であり、「知るJi考えるJi発表するJの各ステッ
プを必ず授業に入れることとされた(5)。
平成23、24年度は、担当教員が得意分野に関する問主
を計画し、生徒は諸宗左やフィーノレドワークの後、 レポー
ト作成と発表を行う形態で、行われた。調査は1:判明完結
で、生徒は異なるiむ宝を学期ごとに選択する。
(2)本年度の併訴数
本年度は、 2年次から始まる選択科目や3年次の「卒
業研究jで必要となる調査の基礎を学ぼせることに主眼
を置いた。具体的には前年度まで、の講座布Ijを廃止し、テ
ーマ設定から調査・まとめまで 1年間を通じて取り組ま
せた。 M述の3ステッフ。は、学期ごとに 1学期改IJるJ、
2学期「考えるJ、3明明「伝えるJと配置した。資料②
に年間計画を示している。調査は2学期末で一度終了さ
せ、レポート作成と発表を行わせる。 3学期は班と担当
者を替え、自分の調査内容や分野を知らない、または興
味がない生徒や教員にわかりやすく伝えることを目指し
て、 2明坊の内容を改良させた。実際には、冬休みを利
用して新しいテーマに取り組んだ者もいた。
なお間科目の評価とも、年次全体の平均値が5段階中
4.0になるように担当者間で調整している。
3. r産業社会と人間JrキャリアデザインJにおける
言語活動
3.1. ことばの力の育成に関して
材交の「産社JiCDJの言語活動を分析する前に、現
行の学習指導要領で求められていることばの力や言語活
動をまとめておく。
( 1 )平成20年中教審答申
平成20年の中央教育審議会答申「幼稚園、小朝交、中
判交、高等科交及びi朝IJ支援制交の学習指導要領等の改
善についてJでは、学習指導要領改訂の基本的な考え方
として思考力・判断力・表現力等の育成が示され、各教
科で「体験から感じ取ったことを表現するJi情報を分
析・罰惜し、総Zs:するJなど6つの学習活動を行うこと
が不可欠とされた。さらに、これらの活動の基盤として
言語を位置づけ、国語科だけでなく各教科で言己録・要約・
説明・論述等の言語活動を発達段階に応じて行うことを
提唱している。
上記の活動は、平成18年から 19年にかけて行われた
言語力育成協力者会議が作成した「言語力育成に関する
整理府一覧表」の5分類(感受・表現、週明i平・伝達、解
釈・説明、評価・論述、討論-1おi司)とほぼ一致する(資
料③)。異なるのは、 5 つ I~l の間割'qll~決の活動がは軒ìl五・
論述Jと i討論・協同jのi判こ含まれるj主である。
(2) il童話総合j における指導司王q~
平成21年告示の高等ミ斗交学習指導要領総合jの
3 f~il事或で、あるA I~計一こと・聞くこと J 、 B 1書くことj、
C i読むことjで指導事項としてあがっているのは以下
の通りである。なお、これらの指導事コ妥は、指導によっ
て育成されることばの力と捉えることもできる。
[A 話すこと-lì~ くこと]
ア 話j還について様々な角度から検討して自分の
考えをもち、根拠を明確にするなど論理のキ均戎
や展開を工夫して意見を述べること。
イ I~II:]句や場に応じて、効果的に話したり的権に
出iき取ったりすること。
ウ ?必を解決ーしたり考えを深めたりするために、
相手の立場や考えを尊重し、表現の仕方や進行
の仕方なとやを工夫して話し合うこと。
エ 話したり I~請し\たり話し合ったりしたことの内
容や表現の仕方;こついて自己評価や相互評価を
行い、 I~l 分の話し方や言葉遣ーいに役立てるとと
もに、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにす
ること。
[13 書くこと]
ア 相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態
ゃ;文体、何などを工夫して書くこと。
イ 論の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて
自分の考えを:文章にまとめること。
ウ 対象を的権に説明したり描写したりするなど、
適切な表現の仕方を考えて書くこと。
エ優れた表現に接してその条件を考えたり、
いた;文章について自己評価や相互許可i11をわ二った
りして、自分の表現に役立てるとともに、もの
の見方、感じ方、考え方を豊かにすること。
[C 読むこと]
ア 文章の内容や形態に応じた表現の~若手色に注意
して読むこと。
イ 文章の内容を叙述に郎してi均龍に読み取った
り、必要に応じて要約や詳述をしたりすること。
ウ 文章にJiかれた人物、情景、心情などを表現
に即して読み味わうこと。
エ 文4章σの〉刃玲兆4才主!均i
ブ方フ王Aについて罰司叩t阪五したり、書き手の意図をとらえ
りすること。
オ幅広く本や文章を読み、情報を得てし 1たり、
ものの見方、感じ方、考え方を豊かにしたりす
ること。
このうち同じ表現領域である「話すこと・開くこと」と
f喜くこと」の司王CJミは、目的に応じた表現(AイとBア)、
~(ïô~g的な表現 (Aアと Bイ)、評価の活用 (Aエと B エ)
が相互に関連している。異なるのは音声言語と文字言語
とし 1うそれぞれの特徴から導き出された協同性 (Aウ)
と適切な表現 (Bウ)である。
3. 2. i産業社会と人間jにおける言語活動
本年度実施した「産主!:jで、言語活動が多かったどi元を
抽出し、それらの言語活動で身につく力を前述の「国語
総合jの指導事項と照らし合わせて分類した(表2)。な
お「産社jで、読む活動は行っていないため、「読むこと」
の領域は考慮していなし¥
表2を見ると、今回行った 1]室長j:jの言語活動は 1主1
5滋色合jの表現領域の指導司王rJ支をほぼ網羅していること
がわかる。また国語科の単元学習のように、 iつの単元
でAI話すこと・開くことJ、B 1書くことJ双方の領域
の様々な言詰活動がわ二われていることも4指数としてあげ
られる。取り上げた単元以外で、も、冒頭で述べたように、
活動を通して考えたこと・学んだことを記述するふりか
えりを必すよユ行っている。このように、「産相社:コjで
が多いのはなぜカ、
その理由について、前述の「言言吾力育成に関する笠理
)=I~一覧表(以下、一覧表) jから考えてみたい。一覧表は
5分類に基づく 1童話の技能jと、「論理的J思考能力の育
成にかかわる教科等j 及び I~関空・情緒、他者とのコミ
ュニケーションの力にかかわる教科等jに関する活動例
によって情成されているが、「産社j は表の右側の I~~vl主・
情緒、他者とのコミュニケーションの力j に関する活動
例に該当するものが多い。例えば、写真を使った報告は
「理解・伝達Jの「事実をBヨ確に説明・報告する活動j、
毎回書くふりかえりは「評価・論述」の「俄約百一動を振
返り、そこから学んだことを言己主する活動J、2・3学期
に行ったフ。ロジェクト学習G泡は「討論・協同の「討
論・議論などを通じて、意見の異なる人と協同的に議論
するf出支や、意見の対立を解決する方法を身に付けるの
に必要な活動jにあたる。 守命理的思考力jに|知子、がある
活動は、菜園の観察言吠コ職場体験のレポート術支のみ
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表2 r産業社会と人間jにおける言語活動一覧
No EI三フじ 言語活動 形態
f箆i総JA(話す) B(書く)
アイウエ アイウエ
マウンテンバイクの道中でインタビューする 明; 。
印象に残った活動を班で、話し合う l?!J 。。
コミュニケー ショ
模造紙にキャンフ。で、の「出会しリをまとめる 一一部 。 。。ンキャンプ
写真を使って発表する 一部 。
他の班の発表を1，rJく 他人 。 ム
観察記録をつける 個人 。
2 菜園づくり 菜i詣とl学期の班活動についてふりかえり、発
4 
収穫祭 表する
。
6 
13 他の攻の発表を開く 個人 。 ム
取材先を決め、電話で訪問の依頼をする 明: 。
実際にインタビ、ュー活動を行う 3;)1 。
3 プロジェクト学習 お礼状を作成する 一部 。
5 ① 
7 (十土会を知る) 模造紙に取材の様子をまとめる 母音13 。 。
写真を使ってインタビュー内容を発表する 。
他の班の発表を開く 個人 。 ム
職場体験の内容と考えたことをレポートにまと
個人 。。
14 職場体験 める
お礼状を作成する 個人 。
自分の身近な人にインタビューを行う 個人 。
E 
学校周辺の人々に街頭インタビューを行う 3PI 。
10 
インタビュー結果を元に「生きる意味Jについて11 プロジェクト学習 3PI 。。。
12 ② f口E壬i5L1仁空}、入ノ
(自分を知る) 話し合いの結果を報告する 一部 。
イ也の斑の発表をi詞く 個人 。ム
「生きるとし¥うことjとしづ題で文章にまとめる 個人 。ム
盟 プロジェクト学習
班で決めたテーマについて、参観に来た大人
親王 。。。にも意見を開きながら話し合う
③ 
2 (他者を知る) 話し合いをふりかえり、自分の考えの変化や異
3 なるものの見方等について文章にまとめる 個人
。ム
これからどのように生きてしてかを2000字にまと
個人 。。
4 める
5 ライフプラン作liX、発表
6 ライフプランをクラスの前で発表する 個人 。
他の人の発表を開く 個人 。ム
8 研究大会 「自分にとっての『産社JlJを話し合う 3PI 。。
9 (ポスター作成)
10 掲示資料を作成する 万f 。。
1 年次討論会 年次全体で授業の意味について討論会を行う 他人 。。。
* ij主ldt卦念合Jの指導ヰfI頁は [Aア:論理的な表現イ:目的に応じた表現 ウ:協向性エ:自唱日の活用][Bア.目的に応じた表現イ
論噛杓な表現ウ:適切な表現エ:評価の活用]である。
* iOJ iムJは、その活動における優タ改を表す。
?
?
で、あるO
i主社」で目指すべきキャリア意識の育j戎の根幹には、
自己形成がある。「産相:Jでは、授業者は意図していない
にしても、 l~l 己を形成する側面のうち論理面より J割合2 ・
情緒、コミコーニケーション而が重視されていると言える。
よって感性を青み、他者と関わるために不可欠な表現活
動が多く設定されているのではないか。また表現活動の
1=二iで、ふりかえりは個人で、行う活動で、ある。単元を終え
て学んだこと・考えたことを言沼化し、学期末にはそれ
までの去を見返してまとめ直すユこのように、蓄積さ
れた自らの学びを次に活かしていくという点でも、自己
形Fえに寄与していると考えられる。
しかしながら、表現活動が多いiやでもA.Bのエにあ
たる評価に関する活動は少ない。特に「書くことJ
つては全くない。 I主m苦手ヰの授業で書く活動を行う場合、
まとめとして書いた文章について交流し、考察する活動
を置くのが一般的だが、日産社jの場合は書いたままか、
教員のコメントが入るF切支である。
3.3. iキャリアデザイン」における言語活動
iCDJも「産相=Jと同様に、言語活動を抽出し、
詰総合」との対応を考えた(表3)0 iCDJは主な活動
が前査であるという性格上、複数の領域に渡る言計3-1否窃J
は見られなかったO
表3 rキャリアデザイン」における言語活動一覧
工ifLフじ 言~jI~.{舌 ill)J i[五!総j
テーマを考える
関連する情報を探す Cオ
調べる 取捨選択し、必要な情報をまと
める
Cイ
上ヒil攻・分類宅手によって考察す一る
レポートや発表資料の適切な
体裁を矢nる
レポートや
適切な表現、論盟展開等に気
発表資料 おイ・ウ
を作成する
をつけて、前査結果をまとめる
適切な表現、論J1E展開等に気 Bア・イ
をつけて、発表資料を作成する
資料をHJし1て、効果的に発表
Aイ
する
発表する
1書き手の質問を受けJLめ、適
Aイ
切に答える
発表に対して質 I~.りや意見を持
Aイ・エ
イコ
また先の一覧表と関連させてみると、「産相:Jとは対照的
に「論理的思考力の育成にかかわる教科等jの活動例に
該当するものが多い。特に「理現卒・伝達J明神ミ・説明j
守1日・論述jの各項目にそのまま該当する。
一方で「産相:Jと同様に、作成したレポートや発表に
ついて評価する活動は少ない。発表の場合、質疑の様子
やコメントで相手に伝わっているか否かは判断できる。
しかしレポートは教員による添削があればよし 1ほうで、
1~~1=1-ゆみで、終わりとし 1 う枕含もある。
3.4. 指導上の留意点
ここでは、本年度の|産業Jで言語活動を行う際、活
動を円滑に進めるために行った手立てをまとめておく。
f産相:Jの言語活動は、グループ。単位で、行うことが多
い。また個人による書く活動の場合、各I-IE教室に分か
れて担任か面iJ担任が活動の手順を説明する。そこで、活
動の流れやまとめ方のノいー ノレを記載するだ、けで、なく、順
番に行っていけば活動が進むようなワークシートを竹司ミた
した。その|擦に注意したのが、以下の二点である。
( 1 )話し合いの手)1頃を明記する
プロジェクト学習@ゅは、話し合いが中心的な活動で、
あった。それまで、に行っていた話し合いは印象に残った
活動や報告内容を決める収束型で、あったが、プロジェク
ト学習では答えのなしψ主散型の話し合いに初めて取り組
むことになった。 2学期のテーマは「あなたにとって『生
きるJとは?J、3学期は生徒自身が考える正解のなし守由
象的なテーマ(例:お金、友情、恐怖、普通)である。
しかし30~40の全てのグルーフ。を 8名の担当者で見るこ
とは難しし 10
そこでワークシートに活動の指示と時間のlヨ安を記し
ておくことにした(資料④)。各学期の活動の流れは次の
ようになる。
[2学期]①個人で考える→<2:斑で①を紹介し合う→
G②を元に話し合う→④発表内容を相談する
[3学期]①個人で話したし1テーマを決める-⑤班で、
テーマを紹介し合い、決定する→③個人で、決まっ
たテーマについて考察→④班で話し合う
両者とも個人の活動と班の活動を分け、個人で考えたこ
とを素材に話し合いを進めさせた。
(2)方法・型を示す
プロジェクト学習①では、取材先を決めて電話で依頼
し許可を取る必要があった。そこで、入学直後の活動と
いうこともあり、話す項自を)1填番に記した手引きを作成
した。訪問後インタビューをまとめる際には、係分担と
発表・提出のiヨ13寺、発表・ポスター・お礼状で入れる項
目と注意事項を記した資料を百四百した。
また時間割選択後に作成したライフプランでは、原稿
????
?
用紙に書かせる前に①高校入学以前の自分、今の自分、
これからの自分に関する一問一答、②①を使って構成を
考えるというこ部からなる構想シートに取り組ませた。
②では構成例も示した。
生徒の中には、書くことが苦手な者、どうまとめたら
よし¥かわからない者もいる。そこで 11~三次のうちは、手
順通りに進めていけば一応完成するように、型を示すこ
とにした。 3学期の最後のポスター作成は項目を示さず、
生徒lこ{壬せたが、ど、の班も個性があり伝わりペ寸一い作品
となったO
ICDJ は教員 l 名につき生徒 13~14 名のゼミ京司受業
であるため、比較的個別に指導しやすいが、担当者から
レポートの書き方をどこまで教えるか基準がほしいとの
要望が出たため、 A4)t友8枚の共通資料を作成した。構
成は次の通りである。
①レポートとは何か(定義、構成)
②レポートの種類
(ブックレポート、学習レポート)
③論証で大事なこと
(データ収集の方法、論証の基本的な型)
④知っておきたいこと
(今後の予定、作成上のノいー ル)
3. 5.生徒の実態
各学期末のアンケート、「産社Jの単元や各学期末のふ
りかえり、 ICDJの年度末のふりかえりを取り上げ、こ
とばの力について生徒がどのように自己3平価しているか、
どのような意識が見られるかを探ってし¥く。
( 1 )アンケートより
入学前から到獄売して実施しているアンケー ト(めで、「国
語総合Jの「話すこと・開くことJ、「書くことJに関係
する項目を取り出し、考察していく(表4)。このアンケ
ートでは15の項目について 14 :そう思うJから 1 ・
そうは思わなしリの4段階で回答させ、さらに4・3の肯
定的回答をした者には、その力や姿勢が朝交生活のどの
活動で、特に発揮されたか、あるいは身についたかを複数
回答で開いている。今回取り上げた項目は 5:他者の意
見の郡i卒・尊重、 6:自分の意見の表明、 12:論理的な文
章表現、 13:論理的な発表である。なお、すべての質問
項目と活動の選択数については資料⑤に示した。
取り上げた活動は表2・3で言語活動を分類した単元と
したが、 3学期の「研究大会jはポスター作成係と公開
討論会係に分かれたため、表lこは加えなかったD
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表4 入学前・学期末アンケート
事前の項自 5・6からは、自分の意見を言うことより、
相手の意見を開き、受け入れることのほうができると考
える生徒が多いことがわかる。その傾向は年間を通じて
変わらないが、差l説箔まっている。選択された活動を見
ると、話し合いが中心で、あったフ。ロジェクト学習信。が
多いのは納得できるが、 ICDJやライフプラン発表も選
択されている。ここから、 ICDJは調査内容(レポー ト)、
ライフプランは原稿が手元にあるが、準備するものの有
無に関わらず、皆の前で発表することを意見の表明とと
らえていることがうかがえる。
また項目 12・13の推移を見ると、入学前に低かった論
述や発表の自己百科酉が大きく伸びており、活動としては
調査やレポート作成、発表を行う iCDJを選択する者
が多い。 l学期の発表 (13)の選択者が少ないのは、レ
ポート作成Iのみだ、ったからで、あろう。
(2)生徒の言己主より
ここでは、「産社Jの各学期末や単元終了後に行ってい
るふりかえり、及び iCDJの年度末ふりかえりの言己主
から、言語活動に関する生徒の意識を探ってし¥く。なお
「産社Jは多様な言語活動が展開されたプロジェクト学
習を中心に取り上げる。
(産社・プロジェクト学習①〉
a.取材をするときにツッコミ質問ができたのでよか
ったで、す。その後のプレゼンテーションでは、コミキ
ヤンのときよりも、班のみんなとも協力ができてしっ
かりと発表がで、きたので、よかったで、す。(女)
b.直接会ってインタどューすることで、インターネッ
トや本では得られない情報や雰1m気がわかったo (男)
c.取材の後がとても大変だ、ったO それはお礼のお手紙
と掲示用模i鍬の作成だ、ったO 手紙はどんな文を書い
たらいいのかすごく考えたし、模部氏はどんなレイア
ウトでどう文字数をかせぐかというので苦労した。
(男)
d. [電話での依頼は:稿者註斗以下向じ〕相手の顔も
I~ 分の顔も見えない声だけのコミュニケーションです三
夜、は事前に話す内容を決めていましたが、相手にうま
く伝えることができませんでした。〔取材当日に迷子に
なった!時も〕自分たちの状況や今いる場所についてl~l句
碑に屯言百で伝えることはとても大変でした。...この経
験から、コミュニケーションを取るI!寺、何よりも相手
を思いやり気遣うことが大切だと身をもって学ぶこと
ができました。(女)
〈産相:・プロジェクト学習②〉
e.インタビューの内容をまとめるだけなので簡単だ
と思っていたけれど たった4人で、も考えがあまりに
違いすぎてなかなかまとまらなかった。(男)
f.発表では自分たちの班と似ている考えの班もあれ
ば、自分では思いつかなかった新しい意見もあって、
とても参考になりました。特に8班と 10班の;意見に感
動しました。(女)
(産社・プロジェクト学習③)
g討論によって自分の意見を持つこと頁くことは大
切だけれど、他の人の意見も取り入れてより良い考え
を導く。それもあっていいのではないかと思いました。
このJ受業があってライフプランではどんな人になりた
し¥かを考えることができました。また普段の何気ない
会話でも、人の見に自分はこう思うと言えるように
なっ7こ気がします三 (女)
h. このi討論では、 I~] 分の意見を主張すること、また相
手の;吉見を1ft]き、それを取り入れながら話し合うこと
ができた。人一人が違う意見をもち、そこで討論す
るといったことができるようになったO 一一人の人が意
見を言えば、それに賛成する人もいる。また否定する
人もいる。今まで、和、は討論をあまりしたことがなかっ
たが、やってみると意外とおもしろいものだときづい
た。..人とのコミュニケーションをとるのが苦手な人
でも話をふってみれば否定する意見や賛成する意見な
どがでてきた。...しかしやっぱり話すのが苦手な人は
自分からは話しにくい、そのため、はじめは小さいグ
ノレー ブ。から話し合ってみればし¥し吃思ったo (男)
(CD) 
i .1つのことについて誠べて、レポートに菩き、 PPT
〔パワーポイント〕を使って発表することが!学期に
比べて上手くなったと思います。それなりにはレポー
トの書き方.PPTでの発表の工夫(見やすいように画
像を使うなど)ができたと思います二ですが、ほとん
どの資料をインターネットから使用したので、インタ
ビューなどできたら良かったで、す。(男)
j .PPT を作)~文するときに自分の伝えたいことを要約
して書くのが大変だ、ったo (女)
kレポートやPPTをつくるときに、どうしたら他人に
分かりやすいレポートがつくれるのか、どうしたら他
人に情報が伝えぺ寸一いPPTがつくれるのか意識して作
したため進みが悪く苦労した。(女)
1 .自分の発表と他人の発表を比較し、改善するべき点
の発見が少しずつできるようになりました。(女)
111.インターネットの情報はうそかほんとかわからな
い。だからテレビ番組ーなどをチェックしたり本を実際
に読んで確かめたりした。実j捺、友達や先生に一人一
人意見を開いてまとめるのが大変だった。(女)
11.スカイツリーにインタビューをし~こ行った〔のが苦
労した〕。観光客が多く、係の人たちに質問を流されて
しまい、なかなか答えてもらえなかった。(男)
0.3学期はインタビューをしました。見知らぬ外国人
に声をかけ、質問をすることはとても大変でした。英
語でコミュニケーションをとることは普段ないので、
とても良し¥経!倹になりました。(女)
上記の吉己主からは、伝える相手を意識して内容を11今I~未す
ることの霊安性に気づ、き(cj k)、討論や電話でのコミ
ュニケーションなとや特定の言語活動の特質(de g)、イ
ンタビューや討論の進め方(ah)などを考察している様
子がうかがえる。また評価の活動の優先度は低かったが、
他者の発表を聞くことによって、考えを広げたり自らの
発表の改善に生かしたりしている者もいる(f1)。さら
に、実際に見たり確かめたりすることの重要性~こ言及す
る記もあった。インタビューを行って直按会うことの
大切さに気づき(b)、インターネットの情報を無自覚に
使うことへの反省が見られた(i m)o I C D Jの荊査では
実際にインタビューを行った者もいた(110)。
他に J産相二jでは、長い文章を書けるようになった、
他のクラスのよく知らない人とも話し合いができるよう
になった等の効果の実感、話し合いの楽しさなどに触れ
た三己主が見られた。
iCDJでは、レポートの書き方や発表資料の作り方、
発表の仕方について教えてほしいとし¥う記述が目立ったO
一方で添削されても、修正せ寸£にi苛じ体裁で提出する者
もいた。 1学期iにレポートの書き方に関する共通資料を
-74一
作成したが、その利用法や指導は担当者に任せていた。
その結果、添削が入るもの、検印だけのものなど担当者
によって対応が分かれてしまったO 統一された事前指導
と説新潟~l/jな事後指導が必要であろう。
4. おわりに-総合学科における国語科の役害|卜
l 年次科 I~I 1産相:::JICDJにおける言言苦活動について
明らかになったのは、以下の点である。
第一lこ、 ~IT]科 I~I で行われている言語活動は「国語総合」
の指導事項のうち、表現領域をほぼ網羅している。また
一覧表の分類によれば:， 1産相:::Jの言語活動はJ割引育緒、
他者とのコミュニケーションの力の育成、 ICDJは論理
的思考力の育成に関わりが深い。
次に、 1童話総合Jの指導::gjfJ妄の「書くこと」の評価に
該当する活動は、ほとんどない。特に、生徒相互による
評価活動は皆無で、あるo 1産社jではポスターや書いた文
章に対して教員のコメントがあれば良し¥ほうで、その際
も内容へのコメントが中心であり、表明ι方法に関するフ
ィードバックは少ない。 ICDJも同様で、教員によるレ
ポー トの添削が全員受けられるわけで、はなし¥。
最後に、意見を述べる力、レポート{乍成・発表の力が
身についたと考える生徒が増える一方、レポートや発表
の方法についての指導を求める声もある。共通のマニュ
アルや活動の手引きを作るなど、自白意はしているが不十
分と考える者が少なくなし¥。
上記の点から、教科「産業」で行う言語活動を「国語
総合j と関連させることで相乗効果が得られると考えら
れる。国語教育では「実の場Jをし1かに成立させるかが
問われるが、教科「産業jでは明確な目的の下で言語活
動がなされる。よって「産業jのある単元で必要になる
言語知識や技能を、同時期に「匡IA部念合Jの授業で指導
すれば、生徒の関心や学習意欲も増し、双方の効果が上
がるのではなし功、
特に、レポートの書き方等の論理的表現に関する指導
は II~吉説会合」で統一して行うのが効果的で、ある。言語
活動の充実が提唱された新教育課程の籾ヰ書で、は、「言語
活動編J1表現の窓J等として様々な表現のq柄数や方法が
掲載されており、教材ーとして利用できる。本校で唯一の
国語科必履修科目である II~Ä訴訟合j では、現代文や古
典の読解に止まるのではなく、内容を1有望して表現の学
習をカリキュラムに{立置づ、けるi必要がある。その際は、
発表に関する活動が多い情報科とも連携を図るべきであ
ろう。
また評価の活動についても、「産社Jや ICDJで作成
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した文章やレポート、話し合いの記録等を使って、国語
の授業で交流やふりかえりを行うことができる。つまり、
自らの言語活動をメタ認知する活動を|童話科で、行うので
ある。沢田紀之は「学びの原動力ともいえるメタ認知的
知識をもたらすには、指導者が的確にフィードバック情
報を提{共し、自己肯定的なメタ認知的知識を多く持たせ
ることが鍵となる」と述べている向。言語活動に関する
的確なフィードパック情報の提供は、|主i語科教員が行う
べきものであろう。
今回は1年次の「産相JICDJにおける言語活動のみ
を取り上げた。他教科の2・3年次科目や「卒業研究」で
求められる言言百活動の特4蚊や指導の実態についても同様
に調査することで、本校で必要となることばの力や、国
語科で、育成すべき力、国語科のあるべき姿がより明確に
なるであろう。また本校独自の言語能力表や5平和1]規準が
作成できれば、教科「産業Jを担当する全ての教員によ
る罰ヰ揺がより客観的かっ容易になりうる。すべて今後の
課題としたい。
{注}
(1)筑波大学附属坂戸高等学|交編 (2012)防rli制勺の総合
学科-総合学科ノξイオニアに学ぶ基本現念と新たな可
能性-j 学事出版 pp.35~36
(2)剛呼一 (2008.5)1他新市こ生かす一国語力JW月刊I~
語教育2008{ì三 5 月号別冊 I~語科指導開発ヰ可叫東京
泣ミ令出版 p.27
(3)詳締は、本紀要pp.l~12 を参照のこと。
(4)詳細は、向上書(1)pp.3~39 を参照のこと。
(5}S:j弓或24年度は「学びの却礎を確立するJ1学びの楽し
さを知るJ1学びの成果をヲ凶言するJである。詳細は本
校の『研究紀要』第 50 集 pp.9~18 を参照のこと。
(6)詳細は、本紀要p.18を参照のこと。
(7)沢田紀之 (2000.12)1メタ認知の能力を高める学び、の
構築を」日本国語教育学会編『月干IJ国語教育研究』
NO.344 p.37 
{参考文献〕
・豹京隆編 (2008)W新しし時代のリテラシー教育』
繁明書房
・日本国語教育学会編 (2011.7)W月刊国語教育研究』
No.471 1特集他教科に生きるI~Ä吾科の言語活動J
-日本国語教育学会編 (2013.8)W月刊国語教育研ヲU
No.496 1特集論理的思考力の発達と言語活動j
{資料①}平成 25 年度「産業社会と人I~~J 年間計画
各H寺l恨の内容
No jヲ iヨ 主題 単元
511寺 r\J~ 61寺i浪
。4 10-13 自然体験を過して出会いを考える オリコニンテー ション コミュニケーションキャンプ
19 生物の育!まを通じて命を考える オリコニンテー ション j)(1'1:全体オリエンテーション 菜園オリエンテーション
2 4 26 生物の育}J文を通じて命を考える 菜 I~tl 作り・フηlコジェクト 菜|主iづくり(定地等) プロジェクト学習導入
5 10 社会のI:j=Jでの出会いを考える 社会見I~WI{ フのロジェクト学習①(社会を矢1る)
4 5 1 ( L:l 生物の育成を通じて命を考える 菜mtl作り 菜園作り (41\j~CD終了後)
5 5 2.1 社会の中で、の出会いを考える 社会則的f フoロジェクト学習②(社会を矢口る)
6 5 30(木) 生物の育成をJillじて命を考える 菜|蚕|作り 菜|蚕i作り(追J巴と官;QID
7 5 31 社会のI:Jで、の出会いを考える 社会nHfíl1~ フ。ロジェクト学習③(社会を矢口る)
jJJ 
j政業を矢1る、倒jくことを考える 職業nE解 仕事発見ガイダンス8 6 7 
9 6 H カリキュラムを知る 科目:r芸択 科目群ガイダンス①
10 6 21 カリキュラムを矢口る 科目選択 科目 ~l平ガイダンス②
1 28 カリキュラムを)JIる/J日企業を矢1Iる、働くこと与える 科目選択 科目選択予備調査入力職場体験準備は!汚1]) I 
12 7 12 学習内容を振り返る まとめ 一学期まとめ&収穫祭準備(al1)
13 7 13 生物の育成を通じて命を考える 菜i主i{乍り 菜園収穫祭(保護者と一緒lこ)
14 16 i識主主を);1る、{動くことを考える Jfi主主主理解 職場体験車 níiJ i'i;~(全体) 菜 I~fl 片付け(産相;係pm)社会人説話(am)
i 夏期休業11 j段業を知る、{動くことを考える 職業理解 !日出場体験
フ 変Jtll休業11 j政業を矢nる、働くことを考える 職業立i拍手 j殿場体験J長り返り
3 9 6 学問と進路を考える 科目選択 学i二日?とJ[i造業ガイダンス
9 13 学I~XJと進路を考える 進路学習 大学の先生による出張講義
5 9 19 社会を士1る 社会理UI]!{ 福右U!l¥'話
6 9 27 学問と.~路を考える 進路学習 筑波大見学事前ガイダンス
7 10 社会を矢1る 社会nEfiJl{ 特別支援学校交流会準備
J~J 
1上界を矢1る 校外学習 校外学習説明会8 10 1 
9 10 18 学!日?と進路を考える 進路学習 筑波大見学
10 10 25 学問と進路を考える・自己と出会う 進路学習・自己主H解 筑波大見学まとめ プロジェクト2nd①
1 1 自己と出会う !とi己辺地平 プロジェクト2nd②(自分を失nる)
12 1 8 自己と出会う 自己mifiJ!l{ ブ。!コジェクト21寸③(自分を知る)
13 1 22 学Il¥jと進路を考える 科 F~I 選択 時間割作成制I談会 2学期振り返り
12 6 カリキコラムを三5える/他者との出会いを考える 科目選択・{也者用!解 授業H寺1M]害1]入力 ライフプランガイダンス
2 12 13 他者との出会いを考える 他者理解 フ。ロジェクト3rd②(他者を知る)
3 12 14 他者との出会いを考える 他者瑠!解 教員免許講習フ。lコジェクト3rd③(他者を知る)
10 自己の生き方を考える I~I 己 μ11解 ライフプランHR発表①
。r 24 自己の生き方を考える I~I 己理解 ライフプランHR発表②
z三-;. 6 31 !と!己を);1り、他者を知る まとめと発表 ライフプラン年次発表
J年j
つ 7 社会を矢IJる ~jll 江主 元文化放送アナウンサー講演会
8 2 14 学官内容をまとめる まとめと発表 研究大会準備&リハーサル
9 2 19 学習内容をまとめる まとめと発基ミ 研究大会発表会前日準備
10 つ 20 学習内容をまとめる まとめと発表 研究大会
1 つ 28 ]年 I~Jî の授業内容を振り返る まとめと発表 j主社の振り返り
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{資料②}平成25年度「キャリアデザインJ年間計画
行革扇子議査:0)嘉議蚕語るJ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-----_._-一切 一一一一一一一一一一一一一
No 日付 時間 項目 活動内容 指導事項等
1"¥-Ci¥P実施 自分を矢口る
1 14月20日 2 科目ガイダンス 科自の目標と内容、担当者紹介
3 科目ガイダンス 希望調査、興味ー関心・疑問点を書いてみる
1 班のアイスブレイク 自己紹介、班でのガイダンス テーマ設定等に関して班の方針を決める
215月1日 2 テーマを考える
興味・疑問点からテーマの候補を考える ( 1学期の学習工員呂帯1]
3 テーマを考える
棲数の資料で謂ベる アイデアの出し方(BS'マップ)
315月25日
情報収集の方法
2 援数の資料で誤べる フィールドワーク、観察の方法
3 複数の資料で調べる 関連する本を読む、 Webで調べる 依頼の方法
情報の整理・保存の方法
援数の資料で調べる 情報の取捨選択・まとめの方法
4 6月8日 2 複数の資料で調べる 引用のjレー ル
3 調査報告書の作成に向けて
捜数資料の比較・考察
調査報告書の作成 i学期に調べた内容をまとめる
5 I 6;:322日 2 調査報告書の作成 (1200字程度)
3 調査報告書の作成
6・7 7月1日 終日 上級学校パス見学会 上級学校を訪問し、進路意識の向!こをはかる
817月12臼 PM 筑波大学工学情報系・[，py.義 大学の先ヨーや学生の講話を聞き、視野を広げる
9'10 夏季休業中 終日 オープンヰャンパλ 、受験科!~R理1正 行き先の決定から受験の方法まで自分で調べる
i2学期「レポートにまとめる、発表する」
No 日付 時間 工員自 活動内容 指導事項等
11 9月7日 AM ベネッセァスト 学力や弱点を把握し、今後の学習計画に役立てる *夏体みの活動報告
*2学期は適宣、科目選択の相談に
1 テーマを決める これまでの調査を元に、テーマを確定する JiLiじる。
12 9;:314日 2 ァーマを決める
レポート(発表資料)の措成を考える [2学期の学習項目例〕
3 テーマを決める
1 調査・発表資料作成 レポートの体裁を知る
13 10月12日 2 調査・発表資料作成 発表会に向けて誤査を行いながら資料を作る
引用と意見の区別(出典の明示)
(締切10/18) わかりやすい発表資料の条件
3 調査・発表資料作成 発表に必要な条件
発表会
14 10月26日 2 発表会
発表!こ慣れる、マナーを身につける
間くだけでなく疑問・意見を持つ
3 発表会
レポート作成
15 1月16日 2 レポート作成 今までの調査や発表資料を元にレポートを作成する(2000字程度。締切11/20)
3 レポート提出
13学期円患者に伝える、意見を言い合うJ
No 日付 時間 項目 活動内容 指導事項等
新しい践の顔合わせ 自己紹介を兼ねたレポート報告会 *3学期の発表はレポートや原稿の詩
16 1月30日 2 発表資料作成 発表資料の構成を考える E止とぜにな己廷しk!;_5にQ*3学期は時間が少ないので冬体みを
3 発表資料作成 2学期のレポートを元に資料引修正する(締切1/9) 活用するなど計画的iこ。
発表会
17 1月11日 2 発表会 2学期より良い発表を心がける *討議の時間を多く取る。発表は記録それぞれの発表について討議する ~待相・意思す控室霊視。
3 発表会
レポート修正 発表会のアド/¥イスを元に修正する
18 1月25日 2 レポート提出 (2000字以上。締切1/29)
3 キャ1)アデザインふりかえり 成果と課題、アンケート
19 2月1日 AM 進:{i)f模試 学力や弱点を把握し、今後の学習計画に役立てる
20 2月15日 AM 卒業生と諮る会 先輩の話を聞き、今後の高校生活に活かす
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{資料⑤}継続アンケートの質問項目と結果
質問項目は以 iごの通りである。[1人に言われてで、なく、自分で考え、判断することができた。 2自分で
でで、きたo 3一度決めたら最後までやり遂げようと努力した。 4他の人と協力し、助け合って活動することができたQ 5他の人の
意見や考えをf1:1l角干し、尊重することができた。 6!~I 分の意見や考えを他の人に伝えることができた。 7 身の回りや社会・世界に興
!見ミや疑問を持つことができた。 8興興.1味床床宇があることについて、本を読ん7だ三ご、り i告ヨ分で
ろいろな人に話をi出}E羽?号lいし \1たこり校外に J仕j土~\1)カか￥ヰ斗(けlナ7 たりでで、き 1たこ o 10 様々な角度から物事を考え、 I~I 分なりに課題 ([1:\:j題点)を見つけることがで
きた。 11必要な情報を探し集め、自分なりに分析することができた。 12伝えたいことをわかりやすく(論理的に)文章にまとめ
ることができた。 13伝えたいことをわかりやすく (論理的に)発表することができた。 14家庭学習やfmUil'Iへの取り組みなど、も
のごとを計四i的に進めることができた。 15将来の夢や方向性を考えることができた。]
t~_~-~~ ~~G 叫授業|キ-\，~j' 1 菜盟 1 PJ① i問問選択ICD I HR I部活動|その帥校外r--i1学期
21 1 6 1 54 1 45 1 34 1 19 1 39 1 45 1 14 1 45 1 4 1 71 
21117 I 8 I 47 I 36 I 32 I 21 1 32 1 41 1 10 I 49 I 3 I 131 I 
L____311291 101 431441 281 141 251 481 91 541 51 121 I 
41136 I 6 I 107 I 86 I 64 I 15 I 14 I 24 I 17 I 57 I 1 I 4 
!し一一一一一一-一宇一守P剖与i… 6引，_I¥ 97 I 15 I 64 ¥ 30 I 39 ¥ 13 I 13 ¥ 27 I 15 I 30 ¥ 2 I 61 !i 
I 71113 I 7 I 30 I 20 I 31 I 58 I 36 I 45 I 7 I 19 I 6 I 7 I 
;一子一P旦d1 06 1 8 1 3 1 __ 5 1 9 1 1 5 1 1 Ei1 761 2 1 1 7 1 4 1 8 1 ;才 79I 6 I 9 I 7 I 21I 18 I 12 I 23 I 2 I 13 I 2 I 3I 
80 20 21 15 17 11 15 32 4 27 。 5 I 
107 7 10 9 17 14 80 4 6 6 
75 8 8 9 13 5 4 66 。 。
46 8 17 12 23 7 22 。 。
41 8 3 6 5 5 7 18 2 2 5 7 
132 7 7 11 18 92 66 39 2 11 6 9 15 
?
?
?? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
4・3回答 授業 職場体験 職業G 出張誘義 福祉交流 筑波大 PJ② 科包選択 CD 進路講話 HFモ 部活動 その他 学校外
118 11 40 24 14 34 27 33 44 45 10 47 36 5 
114 10 29 12 4 22 26 24 29 48 3 41 38 5 
122 14 30 7 3 23 8 18 21 43 50 46 。 8 
130 9 55 16 5 54 34 54 6 22 3 83 49 。
135 10 31 11 6 41 22 60 12 43 3 53 34 。 7 
105 6 19 7 5 24 10 49 11 48 4 30 26 5 
124 12 58 36 22 43 53 61 30 46 16 14 17 2 4 
113 9 8 7 2 4 8 5 15 86 7 6 13 4 9 
82 5 18 7 4 13 8 21 25 29 3 8 15 2 4 
106 16 18 17 3 17 11 26 26 49 8 16 34 2 
130 14 10 9 5 10 12 23 22 98 2 10 6 2 
91 12 10 3 4 12 6 29 6 73 2 2 。
77 5 9 4 2 3 18 67 3 。。
46 13 。 。 2 。 3 6 17 。 2 4 7 m LJ_:3~ 7 L 竺3 48 19 26 42 26 77 44 33 6 L_J_Q 
4・3白答 授業 PJ③ しP 講演会 研究大会 CD HR 部活動 その他 学校外
112 8 53 50 4 39 51 12 38 。 2 
111 8 24 41 5 29 45 10 42 2 8 
131 17 26 47 4 37 57 14 51 。 6 
130 16 64 28 5 65 14 24 57 5 5 
125 5 83 52 19 61 25 14 23 3 5 
109 6 74 51 6 41 41 6 18 3 
109 6 46 42 45 35 42 5 15 4 4 
99 10 9 13 3 7 76 。10 4 7 
56 5 11 9 8 7 30 6 14 6 5 
102 10 32 32 6 20 50 3 32 6 
113 11 11 21 6 13 91 3 8 2 3 
94 10 16 54 4 25 62 5 3 
87 3 24 40 3 14 61 2 2 
62 19 7 12 8 27 。 8 4 9 
134 5 12 93 23 21 51 6 19 3 11 
-79-
